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◆ キーワード　昔話／遠野／菊池力松一族／語り口の比較／現代性

菊
池
力
松
一
族
に
よ
る
昔
話
伝
承
の
実
相

│
「
食
わ
ず
女
房
」
の
場
合
│

小 

池　

ゆ 

み 

子

は
じ
め
に

昔
話
は
そ
の
土
地
に
暮
ら
し
て
い
る
人
達
に
よ
っ
て
、
そ
の
土
地
の

言
葉
で
語
ら
れ
て
き
て
い
る
。
遠
野
の
昔
話
も
同
じ
よ
う
に
、
遠
野
に
住

む
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
綿
々
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た

暮
ら
し
の
中
に
菊
池
力
松
さ
ん
も
生
き
て
き
た
。
菊
池
力
松
さ
ん
は
明
治

二
二
年
岩
手
県
上
閉
伊
郡
綾
織
村
字
長
岡
（
現
在
の
遠
野
市
綾
織
町
）
に

生
ま
れ
た
。
農
業
を
生
業
と
し
、
明
治
四
一
年
サ
ノ
さ
ん
と
の
結
婚
で
二

男
五
女
に
恵
ま
れ
た
。
現
在
遠
野
の
語
り
手
と
し
て
活
躍
す
る
菊
池
榮
子

さ
ん
は
、
力
松
さ
ん
の
長
男
菊
池
嘉
七
さ
ん
の
娘
で
あ
り
、
力
松
さ
ん
の

孫
に
な
る
。
鈴
木
サ
ツ
さ
ん
、
正
部
家
ミ
ヤ
さ
ん
、
菊
池
ヤ
ヨ
さ
ん
、
須

知
ナ
ヨ
さ
ん
達
は
お
ば
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
範
囲
の
人
た
ち
が
、
今
回

述
べ
る
菊
池
力
松
一
族
で
あ
る
。（
以
下
一
族
の
敬
称
は
省
略
す
る
）

力
松
は
、語
り
の
名
手
で
地
元
で
は
「
力
ほ
ら
」
と
い
わ
れ
た
人
で
あ
り
、

家
庭
で
は
子
ど
も
達
へ
さ
ま
ざ
ま
な
昔
話
を
語
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
（
１
）。「

食

わ
ず
女
房
」
の
話
も
力
松
が
サ
ツ
や
ミ
ヤ
へ
語
り
聞
か
せ
た
昔
話
で
あ
る
（
２
）。

息
子
の
嘉
七
も
力
松
か
ら
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
（
３
）。

一
五
歳
で
釡
石
の
須
知
家

へ
養
子
に
入
っ
た
ナ
ヨ
も
、
こ
の
話
を
力
松
か
ら
聞
い
た
と
話
す（
４
）。

こ
の
よ

う
に
昔
話
「
食
わ
ず
女
房
」
は
父
か
ら
子
へ
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
話
で
あ
る
。

し
か
し
、
榮
子
は
祖
父
力
松
や
父
嘉
七
か
ら
こ
の
話
を
聞
い
て
は
い
な
い
。

お
ば
達
の
語
り
を
聞
い
て
覚
え
た
話
の
中
の
一
話
で
あ
る
。
榮
子
か
ら
も
こ

の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
現
在
、
一
族
に
よ
る
「
食
わ
ず
女
房
」
の
話
の

伝
承
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
（
５
）。

本
稿
は
菊
池
力
松
一
族
が
語
る
昔
話
「
食
わ
ず
女
房
」
の
中
で
、「
男
が

唱
え
る
文
言
」「
女
が
反
撃
に
転
じ
る
場
面
」「
化
け
物
女
の
姿
」
を
と
り

上
げ
て
語
り
口
を
分
析
す
る
。「
男
が
唱
え
る
文
言
」
で
は
可
変
部
分
と
不

変
部
分
を
、「
女
が
反
撃
に
転
じ
る
場
面
」
で
は
男
の
行
動
の
違
い
と
桶
の

設
定
に
つ
い
て
、「
化
け
物
女
の
姿
」
で
は
女
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
を
基
に
伝
承
過
程
で
み
え
て
き
た
こ
と
を
考
え
る
。

資
料
と
分
析
方
法

分
析
に
あ
た
り
、
現
在
編
集
中
の
昔
話
集
も
含
め
七
話
の
文
字
資
料
を



66

と
り
あ
げ
る
（
６
）。

分
析
の
方
法
は
、
廣
田
收
氏
の
論
考
よ
り
伝
承
表
現
構
成

を
参
考
に
し
た
（
７
）。

七
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
を
「
発
端
句
・
転
換
句
・
結
末
句
」

「
語
り
手
の
説
明
」「
擬
音
語
・
擬
態
語
・
畳
こ
む
こ
と
ば
等
」「
唱
え
ご
と
」

「
事
柄
」「
基
本
的
な
事
柄
」
の
六
項
目
に
分
け
た
。
そ
の
中
で
、
本
論
は

「
事
柄
」
の
1
か
ら
15
ま
で
の
語
り
口
の
比
較
を
試
み
る
。

資
料
は
以
下
に
語
り
手
と
掲
載
書
を
記
し
た
。
便
宜
上
、
出
版
年
の
順

に
『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ミ

ヤ
本
』『
ナ
ヨ
本
』「
榮
子
稿
」
と
し
、
末
尾
の
【
付
表
】
と
対
応
す
る
。

菊
池
嘉
七　
　

 『
遠
野
に
生
き
つ
づ
け
た
昔
』
佐
々
木
徳
夫
編　
一
九
七
六　

二
五
四
頁
。

鈴
木
サ
ツ　
　
『
遠
野
の
昔
話
』佐
々
木
徳
夫
編　

一
九
八
五　

三
六
二
頁
。

鈴
木
サ
ツ　
　

 『
遠
野
む
か
し
ば
な
し　

鈴
木
サ
ツ
自
選
50
話
』
工
藤
紘
一

編　

一
九
八
七　

二
八
頁
。

鈴
木
サ
ツ　
　

 『
鈴
木
サ
ツ
全
昔
話
集
』
小
澤
俊
夫
・
荒
木
田
隆
子
・
遠
藤

篤
編　

一
九
九
三　

四
二
頁
。

正
部
家
ミ
ヤ　

 『
正
部
家
ミ
ヤ
昔
話
集
』
小
池
ゆ
み
子
・
小
林
美
佐
子
・
田

中
浩
子
・
丸
田
雅
子
編　

二
〇
〇
二　

七
四
頁
。

須
知
ナ
ヨ　
　

 『
釡
石　

須
知
ナ
ヨ
さ
ん
の
語
る
昔
話
』
大
野
眞
男
・
竹
田

晃
子
編　

二
〇
一
三　

二
九
頁
。

菊
池
榮
子　
　

 （
菊
池
ヤ
ヨ
、
須
知
ナ
ヨ
の
語
り
も
含
め
て
『
正
部
家
ミ
ヤ

昔
話
集
』
の
編
者
四
人
で
発
刊
準
備
中
で
あ
る
）

話
の
構
成

昔
話
「
食
わ
ず
女
房
」
は
、
発
端
で
飯
を
食
わ
ぬ
嫁
を
欲
し
い
と
い
う

男
の
と
こ
ろ
へ
女
が
や
っ
て
来
る
話
で
あ
る
。
一
族
の
話
の
モ
テ
ィ
ー
フ

構
成
を
次
の
1
か
ら
6
に
示
し
た
。

1
、 

飯
を
食
わ
ぬ
嫁
が
欲
し
い
と
い
う
男
の
と
こ
ろ
へ
、
飯
を
食
わ
ぬ

か
ら
嫁
に
し
て
く
れ
と
い
う
女
が
や
っ
て
来
て
嫁
に
な
る
。

2
、 

男
は
不
審
を
い
だ
き
、
町
へ
行
く
振
り
を
し
て
馬
屋
桁
か
ら
見
て
い

る
と
、
女
は
頭
の
口
で
片
馬
の
米
の
握
り
飯
と
大
蒜
三
把
を
食
べ
る
。

3
、 

男
は
知
ら
ぬ
振
り
を
し
て
家
に
入
る
。
女
は
腹
が
痛
い
と
苦
し
む

の
で
「
米
か
だ
ま
の
祟
り
か
、
大
蒜
三
把
の
祟
り
か
」
と
唱
え
る
。

4
、 

女
は
男
が
正
体
を
見
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、
桶
ご
と
男
を
担
い
で

山
へ
帰
る
。

　
　
（
ａ
）　

女
は
男
を
つ
か
ま
え
て
桶
に
入
れ
る
。

　
　
（
ｂ
）　

女
が
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
の
で
、
男
は
桶
に
隠
れ
込
む
。

5
、 

男
は
枝
を
つ
か
ん
で
桶
か
ら
飛
び
出
し
、
菖
蒲
と
蓬
の
中
へ
逃
げ

込
む
の
で
、
女
は
退
散
す
る
。

6
、 

そ
の
日
が
五
月
節
句
だ
っ
た
の
で
、
菖
蒲
と
蓬
を
軒
に
挿
し
、
菖

蒲
湯
に
入
る
。

一
族
の
話
は
拙
論
で
分
類
し
た
退
散
型
で
あ
る
（
８
）。

そ
の
中
で
も
特
徴
が
二

点
あ
る
。
一
点
は
モ
テ
ィ
ー
フ
3
の
唱
え
ご
と
が
入
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
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一
点
は
モ
テ
ィ
ー
フ
4
で
（
ａ
）
と
（
ｂ
）
に
分
れ
て
男
の
行
動
が
異
な
る
。

遠
野
に
伝
承
す
る
話
を
み
る
と
、
女
が
腹
痛
を
起
こ
し
、
男
が
文
言
を

唱
え
る
話
以
外
に
、
女
が
腹
痛
を
訴
え
て
も
唱
え
ご
と
が
入
ら
な
い
話
、

女
は
男
を
桶
に
入
れ
ず
に
山
へ
連
れ
て
行
く
話
、
男
は
山
へ
は
行
か
ず
菖

蒲
と
蓬
の
中
へ
逃
げ
込
む
話
等
が
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
一
族
の

よ
う
に
腹
痛
の
後
に
唱
え
ご
と
が
語
ら
れ
る
話
を
と
り
上
げ
る
と
、
文
言

は
「
五
斗
俵
の
祟
り
か
、
鯥
六
連
の
祟
り
か
」「
牛
蒡
人
参
の
祟
り
か
、
握

り
こ
の
祟
り
か
」「
鯥
六
連
の
祟
り
か
、
四
斗
俵
の
祟
り
か
」「
三
束
三
把

の
祟
り
か
、
隣
の
葱
の
祟
り
か
」「
に
ぎ
り
飯
四
十
、
鯖
六
十
の
祟
り
だ
」

等
と
語
り
手
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
族
が
語
る
唱
え
ご

と
の
文
言
は
「
米
か
だ
ま
の
祟
り
か
、
大
蒜
三
把
の
祟
り
か
」
で
あ
る
。

事
柄
の
分
析

事
柄
1
か
ら
事
柄
15
ま
で
を
【
付
表
】
も
交
え
な
が
ら
分
析
す
る
。

男
の
不
審

〈
事
柄
1　
男
が
い
る
〉

男
は
独
り
者
で
あ
る
。『
嘉
七
本
』
で
は
男
の
職
業
は
「
桶
屋
」
で
あ
る
。

『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
職
業
は
語
ら
な
い
。
職
業
を
語
ら
な
い
こ
と
は
「
榮

子
稿
」
ま
で
続
い
て
い
る
。

〈
事
柄
2　
男
は
女
を
不
審
に
思
う
〉

表
中
の
網
掛
け
の
部
分
は
、
男
が
女
に
不
審
を
い
だ
く
理
由
で
あ
る
。

『
嘉
七
本
』
で
、男
は
飯
を
食
わ
ぬ
嫁
に
喜
び
な
が
ら
不
思
議
に
思
う
。『
サ

ツ
│
1
本
』
で
は
本
当
に
食
わ
ぬ
か
を
試
そ
う
と
す
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』

で
は
不
審
を
い
だ
く
理
由
が
、
嫁
は
食
わ
ぬ
の
に
米
が
減
る
、
と
具
体
的

に
な
る
。
こ
の
語
り
口
は
「
榮
子
稿
」
ま
で
続
い
て
い
る
。『
ミ
ヤ
本
』
は
、

よ
り
具
体
的
に
な
り
、
米
び
つ
に
印
を
付
け
て
確
認
を
し
て
い
る
。

減
っ
て
い
く
米
が
入
っ
て
い
る
場
所
は
『
サ
ツ
│
3
本
』
で
は
「
き
し

ね
櫃
」
に
、『
ミ
ヤ
本
』
で
は
「
米
び
つ
」
に
、「
榮
子
稿
」
で
は
「
小
屋
」

で
あ
る
。
米
が
入
っ
て
い
る
道
具
の
言
葉
が
「
き
し
ね
櫃
」
か
ら
「
米
び

つ
」
へ
と
動
い
て
き
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
、
言
葉
が
生
活
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
事
柄
3　
男
は
町
へ
行
く
振
り
を
す
る
。
女
は
大
蒜
を
欲
し
が
る
〉

不
審
を
い
だ
い
た
男
は
町
へ
行
く
振
り
を
す
る
。
表
中
の
網
掛
け
の
部

分
は
、
女
が
大
蒜
三
把
を
買
っ
て
き
て
く
れ
と
頼
む
部
分
で
あ
る
。
網
掛

け
は
『
嘉
七
本
』
と
『
サ
ツ
│
1
本
』
に
は
な
い
。『
サ
ツ
│
1
本
』
で

は
、
男
が
町
へ
行
く
と
言
う
が
、
女
は
男
を
促
す
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し

『
サ
ツ
│
2
本
』
か
ら
は
、
大
蒜
を
頼
む
語
り
が
は
っ
き
り
と
加
わ
っ
て

い
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』
で
、
大
蒜
は
家
に
は
な
い
と
設
定
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
語
り
口
は
「
榮
子
稿
」
ま
で
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
。

〈
事
柄
4　
男
は
女
の
様
子
を
上
か
ら
覗
く
〉

七
資
料
と
も
、
男
は
町
へ
行
か
ず
に
家
の
上
部
位
置
か
ら
覗
く
。
場
所

は
『
嘉
七
本
』
の
「
屋
根
」
が
『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
「
馬
屋
桁
」
へ
変
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わ
り
、
そ
の
ま
ま
「
榮
子
稿
」
ま
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
「
榮
子

稿
」
で
は
、
男
は
大
蒜
三
把
を
近
所
か
ら
手
に
入
れ
て
馬
屋
桁
へ
上
が
っ

て
い
る
。
し
か
し
『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ミ
ヤ
本
』『
ナ
ヨ

本
』
で
は
、
大
蒜
の
こ
と
は
語
っ
て
い
な
い
。

女
の
正
体

〈
事
柄
5　
女
は
米
を
か
だ
ま
出
し
て
く
る
〉〈
事
柄
6　
女
は
飯
を
炊
く
〉

〈
事
柄
7　
女
は
握
り
飯
を
作
る
〉

男
が
居
な
く
な
る
と
、
女
は
片
馬
の
米
を
持
ち
出
し
て
き
て
握
り
飯
を

作
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
話
の
山
場
の
一
つ
で
あ
る
。

女
が
持
ち
出
し
て
く
る
米
の
場
所
は
、『
嘉
七
本
』
で
は
米
蔵
で
あ
る
。

『
サ
ツ
│
１
本
』
か
ら
『
ナ
ヨ
本
』
ま
で
は
、
米
は
家
の
中
に
置
い
て
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、（
表
Ａ
）〈
事
柄
2
〉
で
、『
サ
ツ
│
3
本
』

で
は
、
男
が
不
審
を
い
だ
い
た
米
は
き
し
ね
櫃
に
、『
ミ
ヤ
本
』
で
は
米
び

つ
に
入
っ
て
い
る
。
女
が
持
ち
出
し
て
く
る
米
の
場
所
と
は
異
な
っ
て
い

る
。「
榮
子
稿
」
で
は
、
女
が
持
ち
出
し
て
く
る
米
は
小
屋
に
あ
り
、
男
が

不
審
を
い
だ
い
た
米
も
小
屋
で
同
じ
場
所
に
あ
る
。「
榮
子
稿
」
の
語
り
は

合
理
的
に
整
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

表
中
で
示
し
た
囲
み
か
ら
、
米
が
ど
こ
に
入
っ
て
い
る
か
が
わ
か
る
。

『
サ
ツ
│
1
本
』『
サ
ツ
│
2
本
』『
ミ
ヤ
本
』
で
は
「
叺
」
に
入
っ
て
い

る
。「
榮
子
稿
」
で
は
「
袋
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
言
葉
の
動
き
が
み
ら
れ

る
。「
叺
」
か
ら
「
袋
」
へ
の
変
化
も
、
生
活
の
言
葉
に
結
び
つ
い
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、「
榮
子
稿
」
で
は
女
は
握
り
飯
を
「
伸
す
板
の
上
さ
」
並
べ
る
。

「
伸
し
板
」
は
「
榮
子
稿
」
で
加
え
ら
れ
た
道
具
で
あ
る
。
現
実
の
生
活
感

覚
が
語
り
口
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
女
が
米
を
炊
く
釡
は
『
嘉
七
本
』

で
は
「
馬
釡
」
だ
が
、『
サ
ツ
│
1
本
』『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3

本
』『
ナ
ヨ
本
』
で
は
「
土に
わ間

の
大
き
な
釡
」
で
、「
馬
釡
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
は
い
な
い
。『
ミ
ヤ
本
』
と
「
榮
子
稿
」
は
「
馬
釡
」
で
あ
る
。

『
ミ
ヤ
本
』
で
は
、置
か
れ
て
あ
る
場
所
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
「
榮
子
稿
」

で
は
土に
わ間

に
あ
る
、
と
は
っ
き
り
語
っ
て
い
る
。

『
サ
ツ
│
2
本
』
で
は
、
片
馬
の
米
が
ど
の
く
ら
い
大
量
か
を
、
三
斗

五
升
と
具
体
的
な
容
量
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

『
嘉
七
本
』
で
は
、
握
り
飯
を
作
る
女
の
行
動
は
簡
単
に
語
ら
れ
て
い
る

が
、『
サ
ツ
│
2
本
』
か
ら
は
、
た
っ
ぷ
り
語
ら
れ
て
い
る
。
大
量
の
米

で
飯
を
炊
き
、
握
り
飯
を
作
る
女
の
行
動
に
擬
音
語
や
擬
態
語
が
使
わ
れ

て
い
て
、
こ
の
場
面
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
（
９
）。

揺
れ
動
く
「
大
蒜
三
把
」

〈
事
柄
8　
大
蒜
三
把
〉

『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
、
女
は
米
を
炊
い
て
握
り
飯
を
握
る

と
、
家
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
大
蒜
三
把
を
出
し
て
く
る
。
し
か
し
『
サ
ツ

│
2
本
』
以
下
は
、
大
蒜
に
つ
い
て
全
く
語
っ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は

『
サ
ツ
│
2
本
』
以
下
で
は
、
大
蒜
三
把
は
家
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
（
表
Ａ
）〈
事
柄
3
〉
の
網
掛
け
部
分
で
示
し
た
が
、
女
は
男

に
「
町
へ
行
く
な
ら
買
っ
て
き
て
く
れ
」
と
い
う
運
び
に
な
っ
て
い
る
。
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〈
事
柄
9　
女
は
頭
の
口
で
食
べ
る
〉

女
が
頭
の
口
で
食
べ
る
も
の
は
、『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』『
ミ
ヤ

本
』
は
握
り
飯
と
大
蒜
で
あ
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ナ

ヨ
本
』「
榮
子
稿
」
で
は
、
頭
の
口
で
握
り
飯
だ
け
を
食
べ
る
。
こ
こ
に
は

大
蒜
は
登
場
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
、『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は

大
蒜
三
把
は
家
に
あ
っ
た
。
し
か
し
『
ミ
ヤ
本
』
は
曖
昧
で
あ
る
。
男
に

町
へ
行
く
な
ら
大
蒜
三
把
を
買
っ
て
き
て
く
れ
と
頼
ん
で
い
る
が
、
大
蒜

三
把
は
『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』
と
同
様
に
家
に
あ
っ
た
こ
と
に
な

り
不
整
合
で
あ
る
。『
ミ
ヤ
本
』
で
は
、
語
り
口
の
中
の
大
蒜
三
把
が
現
れ

る
位
置
が
、
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
る
と
言
え
る
。

〈
事
柄
10　
男
は
知
ら
な
い
振
り
を
し
て
家
に
入
る
〉

男
は
馬
屋
桁
か
ら
降
り
る
と
、
女
に
は
町
か
ら
帰
っ
て
来
た
振
り
を
す

る
。『
ミ
ヤ
本
』
と
「
榮
子
稿
」
で
は
表
中
に
太
文
字
で
示
し
た
が
、
女
に

頼
ま
れ
た
大
蒜
を
男
が
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
語
り
で
あ
る
。

ま
た
『
嘉
七
本
』
で
は
、
男
が
「
今
帰
っ
て
来
た
じ
ぇ
」
と
言
い
な
が

ら
家
へ
入
る
。『
サ
ツ
│
1
本
』
で
も
同
じ
よ
う
に
言
い
な
が
ら
入
る
男

に
、
女
は
「
早
が
っ
た
な
ま
す
」
と
返
答
を
す
る
。
二
人
が
や
り
と
り
を

す
る
語
り
口
は
「
榮
子
稿
」
ま
で
変
わ
ら
ず
に
続
い
て
い
る
。

唱
え
ご
と

〈
事
柄
11　
女
は
大
蒜
三
把
を
平
ら
げ
る
〉

女
が
男
か
ら
渡
さ
れ
た
大
蒜
を
平
ら
げ
る
の
は
、『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ

ツ
│
3
本
』『
ナ
ヨ
本
』「
榮
子
稿
」
で
あ
る
。『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』

『
ミ
ヤ
本
』
で
は
、
女
は
す
で
に
頭
の
口
で
握
り
飯
と
一
緒
に
大
蒜
を
食
べ

た
、
と
語
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
大
蒜
を
食
べ
な
い
。
し
か
し
、
男

が
大
蒜
三
把
を
家
に
持
ち
帰
っ
て
き
た
の
は
『
ミ
ヤ
本
』
と
『
サ
ツ
│
2

本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ナ
ヨ
本
』「
榮
子
稿
」
で
あ
る
。

こ
の
場
面
で
女
が
平
ら
げ
る
大
蒜
を
（
表
Ａ
）〈
事
柄
3
〉〈
事
柄
4
〉
と

（
表
Ｃ
）〈
事
柄
10
〉
と
の
語
り
口
の
関
係
を
交
え
な
が
ら
再
確
認
を
す
る
。

（
表
Ａ
）〈
事
柄
3
〉
の
段
階
で
は
『
嘉
七
本
』『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
大
蒜
は

家
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
町
へ
行
く
と
い
う
男
に
、
女
は
大
蒜
の
こ
と
を
言

わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ミ
ヤ
本
』『
ナ
ヨ

本
』「
榮
子
稿
」
で
は
、
女
は
町
へ
行
く
と
言
う
男
に
大
蒜
三
把
を
買
っ
て
き

て
く
れ
と
頼
ん
で
い
る
。
し
か
し
男
は
町
へ
は
行
か
な
か
っ
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
男
か
ら
渡
さ
れ
た
大
蒜
を
平
ら
げ
る
の
は
『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ

│
3
本
』『
ナ
ヨ
本
』「
榮
子
稿
」
で
あ
る
。
頼
ま
れ
た
大
蒜
を
持
ち
帰
っ
て

く
る
に
は
、
大
蒜
を
ど
こ
で
手
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ
で
手
に

入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
ミ
ヤ
本
』
で
は
（
表
Ｃ
）〈
事
柄
10
〉
に
太
文
字
で

示
し
た
よ
う
に
、
男
は
馬
屋
桁
か
ら
下
り
て
家
へ
入
る
前
に
、
大
蒜
を
手
に

入
れ
た
よ
う
で
あ
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』
と
『
ナ
ヨ
本
』
で
は
入
手
方
法
が

は
っ
き
り
し
な
い
。『
サ
ツ
│
3
本
』
で
表
中
に
太
文
字
で
示
し
た
が
、
大
蒜

を
買
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
し
か
し
男
は
町
へ
は
行
か
な
か
っ
た
の
で
不
自
然

で
あ
る
。「
榮
子
稿
」
の
（
表
Ｃ
）〈
事
柄
10
〉
で
は
頼
ま
れ
て
買
っ
て
き
た

大
蒜
だ
と
言
っ
て
女
に
渡
す
。
こ
の
大
蒜
は
す
で
に
（
表
Ａ
）〈
事
柄
4
〉
に
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太
文
字
で
示
し
た
が
、
男
が
馬
屋
桁
に
上
が
る
前
に
近
所
で
手
に
入
れ
た
大

蒜
で
あ
る
。
女
が
平
ら
げ
る
大
蒜
は
、
こ
の
大
蒜
で
あ
る
。
そ
し
て
（
表
Ｄ
）

〈
事
柄
11
〉
の
「
榮
子
稿
」
の
囲
み
で
表
し
た
「
そ
の
」
と
い
う
指
示
語
で
示

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
蒜
の
位
置
が
は
っ
き
り
し
て
、
話
の
運
び
が

す
っ
き
り
と
整
っ
て
い
る
。

〈
事
柄
12　
女
は
腹
痛
を
起
こ
す
〉

『
嘉
七
本
』
で
は
、
男
が
家
に
入
る
と
女
は
腹
痛
に
苦
し
ん
で
い
る
。

『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
、
男
に
だ
け
夕
飯
を
食
わ
せ
た
後
に
、
女
は
腹
痛

を
起
こ
す
。
こ
の
語
り
口
は
「
榮
子
稿
」
ま
で
続
い
て
い
る
。
腹
痛
は
夕

方
か
ら
夜
に
か
け
て
始
ま
る
。
そ
の
様
子
を
『
嘉
七
本
』
で
は
、女
は
「
腹

痛
い
」
と
苦
し
む
。『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
、
腹
痛
が
始
ま
っ
た
、
と
事

柄
だ
け
を
語
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』
は
「
転
ん
で
あ
る
ぐ
ほ
ど
」
と
、
痛

み
の
状
況
説
明
が
具
体
的
に
加
わ
る
。
こ
の
語
り
口
は
『
サ
ツ
│
3
本
』

『
ミ
ヤ
本
』『
ナ
ヨ
本
』
ま
で
続
く
。
し
か
し
「
榮
子
稿
」
で
は
大
層
な
痛

み
で
は
あ
る
が
「
転
げ
ま
わ
る
」
と
い
う
状
況
説
明
は
な
い
。

〈
事
柄
13　
男
は
女
の
傍
へ
行
く
〉

男
は
女
が
恐
ろ
し
い
化
け
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
女
の
傍
へ
行
っ
た
り
腹
を
撫
で
た
り
、
と
警
戒
心
の
な
い
行
動

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
こ
の
状
況
の
中
で
と
っ
た
男
の
や
む
に
や
ま
れ
ぬ

精
一
杯
な
行
動
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
事
柄
14　
男
が
唱
え
る
文
言
〉

七
資
料
で
「
米
片
馬
の
祟
り
か
、
大
蒜
三
把
の
祟
り
か
」
と
い
う
文
言

は
変
わ
ら
な
い
。『
ミ
ヤ
本
』
で
大
蒜
を
先
に
言
う
こ
と
は
あ
る
が
、
言
葉

に
変
化
は
な
い
。
遠
野
の
話
の
中
で
、
一
族
以
外
の
文
言
を
前
述
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
み
る
と
大
量
の
米
の
飯
は
共
通
し
て
い
た
。
し
か
し
副
食
物
は

語
り
手
に
よ
り
変
わ
る
。
米
の
飯
以
外
は
可
変
部
分
で
あ
る
。
こ
の
可
変

部
分
が
、
力
松
一
族
は
「
大
蒜
三
把
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
族
に
と
っ

て
唱
え
ご
と
の
文
言
「
米
片
馬
の
祟
り
か
、
大
蒜
三
把
の
祟
り
か
」
は
動

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
不
変
部
分
で
あ
る
と
言
え
る
。

女
の
反
撃

〈
事
柄
15　
女
は
男
を
桶
に
入
れ
る
。
男
は
桶
に
隠
れ
込
む
〉

前
述
し
た
モ
テ
ィ
ー
フ
構
成
４
の
場
面
で
あ
る
。

４
、   

女
は
男
が
正
体
を
見
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、
桶
ご
と
男
を
担
い
で

山
へ
帰
る
。

　
　
　
（
ａ
）　

女
は
男
を
つ
か
ま
え
て
桶
に
入
れ
る
。

　
　
　
（
ｂ
）　

女
が
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
の
で
、
男
は
桶
に
隠
れ
込
む
。

『
嘉
七
本
』
が
（
ａ
）
に
あ
た
る
。（
ｂ
）
に
あ
た
る
部
分
は
『
サ
ツ
│

1
本
』
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の
語
り
口
は
『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3

本
』『
ミ
ヤ
本
』『
ナ
ヨ
本
』「
榮
子
稿
」
ま
で
続
い
て
い
る
。

（
ａ
）
と
（
ｂ
）
で
男
の
行
動
の
違
い
と
桶
の
設
定
の
違
い
と
が
結
び
つ

く
と
考
え
ら
れ
る
。『
嘉
七
本
』
で
は
、
女
が
入
れ
る
桶
は
、
桶
屋
の
男
が

作
っ
た
桶
で
あ
る
。『
サ
ツ
│
1
本
』
の
男
が
隠
れ
込
む
桶
は
、
日
常
の
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生
活
道
具
で
あ
る）

10
（

。『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ナ
ヨ
本
』「
榮
子

稿
」
で
も
男
が
入
る
桶
は
、
土
間
や
戸
外
に
置
い
て
あ
る
生
活
道
具
で
あ

る
。『
ミ
ヤ
本
』
は
「
大
き
な
漬
物
樽
」
で
あ
り
、
桶
の
用
途
が
具
体
的
で

現
実
の
生
活
感
覚
が
語
り
口
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
、
女
は
男
を

桶
に
入
れ
る
、
男
は
桶
に
隠
れ
込
む
と
異
な
っ
て
も
、
女
は
桶
ご
と
男
を

担
い
で
山
へ
帰
る
、
と
い
う
話
の
構
成
は
変
わ
ら
な
い
。

女
は
男
を
食
お
う
と
す
る
魔
物
で
あ
る
。
こ
の
場
面
は
腹
痛
に
苦
し
ん

で
い
た
女
が
、
突
然
男
を
襲
う
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
女
の
反
撃
へ
と

話
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
し
て
い
く
。

『
嘉
七
本
』
で
は
、
女
は
男
を
瞬
時
に
つ
か
ま
え
て
桶
に
入
れ
る
。
こ
の

時
「
お
前
、
見
だ
な
」
と
語
る
が
、
こ
の
一
言
が
場
面
展
開
を
力
強
く
う

な
が
す
。『
ミ
ヤ
本
』「
榮
子
稿
」
に
も
こ
の
一
言
が
語
ら
れ
て
い
る）

11
（

。

『
サ
ツ
│
1
本
』
で
は
女
が
男
を
取
っ
て
食
お
う
と
す
る
。『
サ
ツ
│
2

本
』
か
ら
は
、
女
が
つ
か
ま
え
よ
う
と
す
る
様
子
、
男
が
逃
げ
回
る
様
子

が
た
っ
ぷ
り
と
語
ら
れ
て
い
る
。
表
中
の
点
線
は
女
の
行
動
を
示
し
、
太

い
線
は
男
の
行
動
を
示
し
た
。『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ナ
ヨ

本
』
で
は
、
男
を
取
っ
て
食
お
う
と
す
る
女
の
行
動
が
具
体
的
で
目
に
見

え
る
よ
う
で
あ
り
、
臨
場
感
を
増
す
語
り
口
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
「
榮

子
稿
」
で
は
女
の
行
動
は
具
体
的
で
は
な
い
。
し
か
し
「
お
前
、み
て
ら
っ

た
な
」
と
「
今
度
ァ
お
前
、
と
っ
て
食
ん
ね
も
ね
え
」
の
二
言
が
女
の
行

動
を
鮮
明
に
表
わ
し
て
い
る
。
そ
し
て
男
の
行
動
は
「
あ
っ
ち
ゃ
逃
げ
、

こ
っ
ち
ゃ
逃
げ
し
て
」
と
簡
潔
で
あ
る
。

反
撃
に
転
じ
た
女
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。『
嘉
七
本
』
で
は
化
け
物
で
あ
る
。『
サ
ツ
│
1
本
』
で
、
女
は

鬼
の
姿
に
変
わ
っ
て
い
る
。『
サ
ツ
│
2
本
』『
サ
ツ
│
3
本
』『
ミ
ヤ
本
』

『
ナ
ヨ
本
』
に
「
鬼
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
。
し
か
も
『
ミ
ヤ
本
』
で
は
「
山

母
」
で
あ
る
。「
鬼
」
と
い
う
言
葉
が
な
く
て
も
、「
山
母
」
で
あ
っ
て
も
、

鬼
の
姿
を
具
体
的
に
想
像
さ
せ
る
語
り
口
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
「
榮
子

稿
」
で
は
『
嘉
七
本
』
同
様
に
具
体
的
な
姿
を
語
っ
て
は
い
な
い
。
女
の
姿

の
ま
ま
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
女
の
身
の
ま
ま
で
男
を
食
お
う
と

す
る
姿
に
は
、
不
気
味
さ
が
加
わ
る
。
反
撃
に
転
じ
た
女
は
、
恐
ろ
し
さ
と

妖
怪
性
も
含
め
て
多
様
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

現
在
、
菊
池
力
松
が
こ
の
話
を
ど
の
よ
う
に
語
っ
た
の
か
は
わ
か
っ
て

は
い
な
い
。
一
族
以
外
で
、
唱
え
ご
と
が
加
わ
る
遠
野
の
話
を
み
る
と
、

唱
え
ご
と
の
文
言
は
、
女
が
食
う
大
量
の
飯
は
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、

飯
以
外
が
語
り
手
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
可
変
部
分
で
あ
る
。
一
族

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
可
変
部
分
が
「
大
蒜
三
把
」
で
あ
る
。
伝
承
過
程
で

サ
ツ
は
大
蒜
が
家
に
は
な
い
と
設
定
し
、
女
は
男
に
町
へ
行
く
な
ら
買
っ

て
き
て
く
れ
と
語
っ
た
。
こ
の
語
り
口
は
榮
子
ま
で
続
い
て
い
る
。
し
か

し
、
サ
ツ
の
語
り
は
、
町
へ
行
か
な
か
っ
た
男
が
、
ど
の
よ
う
に
大
蒜
を

手
に
入
れ
し
た
の
か
は
曖
昧
だ
が
、
男
は
大
蒜
を
女
に
渡
す
。
そ
し
て
女

は
、
そ
の
大
蒜
を
平
ら
げ
て
腹
痛
を
起
こ
す
。
こ
の
大
蒜
が
、
唱
え
ご
と

の
文
言
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。
ミ
ヤ
の
語
り
は
、
大
蒜
の
入
手
方
法
が
大

き
く
揺
れ
動
い
た
が
、
文
言
へ
繋
が
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
一
族
に
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と
っ
て
唱
え
ご
と
の
文
言
「
片
馬
の
米
の
祟
り
か
、
大
蒜
三
把
の
祟
り
か
」

は
、
決
し
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
不
変
部
分
で
あ
る
。
サ
ツ
と
ミ
ヤ

の
音
声
資
料
を
聞
く
と
、
二
人
が
語
る
唱
え
ご
と
は
リ
ズ
ム
を
伴
っ
て
い

る
。
リ
ズ
ム
を
伴
っ
た
言
葉
は
記
憶
に
残
り
や
す
く
、
唱
え
ご
と
は
力
松

の
声
の
記
憶
と
共
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

女
の
反
撃
場
面
で
は
、
女
が
男
を
桶
に
入
れ
る
の
か
、
男
が
自
分
で
桶

に
入
る
か
の
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
違
い
は
桶
が
職
業
と
し
て
作
る
桶
か
、

日
常
生
活
道
具
か
の
違
い
と
結
び
つ
い
て
い
く
。
違
い
は
ど
ち
ら
で
あ
っ

て
も
、
女
は
桶
ご
と
男
を
担
い
で
山
へ
帰
る
、
と
い
う
話
の
構
成
は
変
わ

ら
な
い
。
男
の
職
業
を
桶
屋
と
し
た
嘉
七
は
、
実
生
活
で
大
工
だ
っ
た
。

同
じ
職
人
と
し
て
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

男
を
食
お
う
と
す
る
化
け
物
に
い
だ
く
イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
多
様

で
あ
る
。
鬼
や
山
母
等
の
人
間
以
外
の
姿
に
変
わ
る
ば
か
り
で
な
く
、
女

の
姿
の
ま
ま
男
を
食
お
う
と
す
る
不
気
味
さ
も
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
族
の
話
の
中
で
米
の
置
き
場
所
は
「
米
蔵
」「
座
敷
の

奥
」
等
に
あ
る
が
、
榮
子
で
は
「
小
屋
」
へ
と
変
わ
っ
た
。
サ
ツ
の
「
き

し
ね
櫃
」
と
い
う
言
葉
は
、
ミ
ヤ
の
「
米
び
つ
」
へ
、
米
の
入
っ
た
「
叺
」

は
、
榮
子
の
「
袋
」
へ
と
言
葉
が
動
い
て
い
る
。
人
が
昔
話
の
聞
き
手
か

ら
語
り
手
と
な
る
中
で
、
言
葉
の
変
化
は
、
そ
の
人
の
生
活
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
生
活
の
変
容
が
昔
話
の
言
葉
の
変
化
を
も
た

ら
し
て
い
る
。
す
で
に
、
こ
う
し
た
言
葉
の
変
化
に
つ
い
て
は
指
摘
さ
れ

て
い
る
）
12
（

。
人
に
は
自
分
が
生
き
て
い
る
時
代
そ
の
も
の
が
「
現
代
」
で
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
言
葉
が
「
現
代
」
の
生
活
の
言
葉
に
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
く
の
で
あ
る
。
一
族
の
語
り
口
の
中
に
み
え
る
言
葉
の
変
化
は
、
昔
話

の
も
つ
「
現
代
性
」
に
通
じ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

一
族
の
中
で
、
サ
ツ
と
ミ
ヤ
は
聞
き
手
の
多
彩
さ
と
人
数
に
お
い
て
際

立
っ
て
い
る
。
遠
野
の
語
り
部
と
し
て
観
光
の
最
前
線
に
生
き
て
き
た
と

言
え
よ
う
。
そ
の
中
で
、
聞
き
手
に
わ
か
り
や
す
い
語
り
口
に
な
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
こ
の
話
の
中
に
は
「
馬う
ま

釡が
ま

」
を
「
土に
は間

の
大
っ
き
な
釡
」
と

語
り
、
片
馬
の
米
に
「
三
斗
五
升
」
と
説
明
が
加
わ
る
こ
と
も
自
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
山
場
の
一
つ
の
握
り
飯
を
作
る
場
面
で
は
、
女
の
行
動
に

擬
音
語
や
擬
態
語
が
た
っ
ぷ
り
使
わ
れ
て
、
聞
き
手
を
話
の
中
へ
引
き
込

ん
だ
。
女
が
反
撃
に
転
じ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
場
面
で
は
、
男
を
つ
か
ま

え
よ
う
と
す
る
女
の
姿
、
追
い
か
け
る
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
に
語
ら

れ
て
、
臨
場
感
が
増
し
た
。
遠
野
の
言
葉
の
美
し
い
響
き
、
豊
か
な
言
葉
、

心
地
よ
い
リ
ズ
ム
を
多
く
の
人
々
が
楽
し
ん
だ
。

榮
子
は
「
俺お
れ
ァ
、
た
ん
だ
、
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
街け
ん
ど道
ァ
、
そ
の
ま
ん

ま
歩あ
り

っ
て
来
た
だ
け
だ
か
ら
」
と
話
す
。
お
ば
達
か
ら
何
度
も
聞
い
て
覚

え
た
榮
子
の
語
り
は
、
合
理
的
で
整
っ
た
す
っ
き
り
し
た
語
り
に
な
っ
て

い
る
。
合
理
的
な
語
り
は
嘉
七
に
近
い
と
考
え
る
。
男
が
女
に
不
審
を
い

だ
い
た
米
は
、
女
が
持
ち
出
す
小
屋
の
米
で
あ
り
、
小
道
具
に
無
駄
が
な

い
。
マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ
が
い
う
経
済
性
が
考
え
ら
れ
る）

13
（

。
榮
子
は
、

男
が
住
む
曲
が
り
家
の
土
間
に
馬
釡
が
あ
り
、
空
桶
も
置
い
て
あ
る
。
道

具
の
位
置
が
は
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
外
に
は
小
屋
が
あ
り
、
大
蒜
も
近

所
か
ら
も
ら
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
話
の
場
面
が
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
栄
子
の
生
活
感
覚
や
個
性
も
考
え
ら
れ
る
。
力
松
か
ら
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榮
子
へ
繋
が
る
さ
さ
や
か
な
例
で
は
あ
る
が
、
口
伝
え
の
話
が
自
ら
を
軌

道
に
の
せ
て
い
く
と
い
う
力
の
可
能
性
も
考
え
な
が
ら
、
今
後
の
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る）

14
（

。

最
後
に
一
族
の
現
在
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
嘉
七
さ
ん
は
力
松

さ
ん
と
共
に
昔
話
「
天
人
子
」
の
曼
荼
羅
が
あ
る
と
い
う
綾
織
の
光
明
寺

に
眠
る
。
サ
ツ
さ
ん
は
昔
話
「
池
の
端
の
石
臼
」
の
石
碑
が
あ
る
柳
玄
寺

に
眠
る
。
ミ
ヤ
さ
ん
、
ヤ
ヨ
さ
ん
は
ご
家
族
や
地
域
の
人
達
の
温
か
い
支

え
の
中
で
心
豊
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
ナ
ヨ
さ
ん
は
釡
石
で
語
り

の
会
を
主
催
し
語
り
手
を
育
て
て
い
る
。
榮
子
さ
ん
は
遠
野
を
訪
れ
る
人

達
や
地
元
の
子
ど
も
達
の
前
で
語
る
。
そ
し
て
、
元
遠
野
物
語
研
究
所
長

高
柳
俊
郎
氏
の
「
子
ど
も
達
へ
は
、
語
っ
て
聞
か
せ
る
と
い
う
意
気
込
み
、

深
さ
が
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
。
子
ど
も
達
は
受
け
取
れ
る
力
を
持
っ
て
い

る
」
と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
る
。

付
記　
本
稿
は
第
三
十
九
回
日
本
口
承
文
芸
学
会
大
会
（
二
〇
一
五
年
六

月
七
日　

國
學
院
大
學
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
口
頭
発
表
を
整
理
し
加
筆

し
た
も
の
で
す
。
ご
来
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
感
謝
し
ま
す
。
そ

し
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
へ
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
） 

小
澤
俊
夫
・
荒
木
田
隆
子
・
遠
藤
篤
編
『
鈴
木
サ
ツ
全
昔
話
集
』
鈴

木
サ
ツ
全
昔
話
集
刊
行
会　

一
九
九
三　

三
〇
九
頁
。

（
2
） 

注
（
１
）
に
同
じ　

三
四
五
頁
。
小
池
ゆ
み
子
・
小
林
美
佐
子
・
田

中
浩
子
・
丸
田
雅
子
編
『
正
部
家
ミ
ヤ
昔
話
集
』
小
澤
昔
ば
な
し
研

究
所　

二
〇
〇
二　

三
一
〇
頁
。

（
3
） 

昭
和
六
二
年
二
月
『
広
報
と
お
の
』
第
四
四
九
号
に
は
一
月
に
開
か

れ
た
「
第
4
回
遠
野
昔
ば
な
し
祭
り
」
で
嘉
七
、
サ
ツ
、
ミ
ヤ
三
人

が
語
っ
て
い
る
写
真
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
時
「
食
わ
ず
女
房
」
が

語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
昔
話
は
き
ょ
う
だ
い
お
互
い
が
語
り
合
い
、

聞
き
合
い
な
が
ら
伝
え
て
き
て
い
る
。

（
4
） 

力
松
の
語
り
は
一
話
だ
け
文
字
化
さ
れ
て
い
る
。
國
學
院
大
學
民
俗

文
学
研
究
会
が
編
集
し
発
行
し
た
『
伝
承
文
芸　

第
六
号　

岩
手
県

南
昔
話
集
』
の
中
に
、
力
松
の
昔
話
「
お
月
お
星
」
が
載
っ
て
い
る

（
二
二
頁
）。
巻
末
の
「
採
集
昔
話
名
」
に
は
綾
織
町
上
綾
織
長
岡
で

「
13
お
月
お
星
」「
14
食
わ
ず
女
房
」「
15
鼠
浄
土
」
の
三
話
が
あ
る
。

「
話
者
紹
介
」
で
は
長
岡
の
語
り
手
は
力
松
一
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

七
七
歳
の
力
松
が
三
話
を
語
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
5
） 

嘉
七
と
サ
ツ
が
語
る
こ
の
話
の
比
較
は
、
二
〇
〇
一
年
、
遠
野
市
で
の

語
り
部
教
室
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
石
井
正
己
著
『
昔
話
と
観
光
│

語
り
部
の
肖
像
』
三
弥
生
書
店　
二
〇
一
二　
一
二
二
│
一
二
八
頁
。

（
6
） 

須
知
ナ
ヨ
の
文
字
資
料
は
以
下
の
報
告
書
か
ら
転
載
し
た
資
料
で
あ
る
。

 
大
野
眞
男
・
竹
田
晃
子
編
『
釡
石　

須
知
ナ
ヨ
さ
ん
の
語
る
昔
話
』

平
成
二
四
年
度
文
化
庁
委
託
事
業
報
告
書
「
東
日
本
大
震
災
に
お
い

て
危
機
的
な
状
況
が
危
惧
さ
れ
る
方
言
の
実
態
に
関
す
る
調
査
研

究
（
岩
手
県
）」
別
冊
・
被
災
地
の
言
語
文
化
資
料　

岩
手
大
学　
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二
〇
一
三
、三
、一
〇
。

（
7
） 「
昔
話
『
鼠
浄
土
』
と
唱
え
言
│
伝
承
表
現
論
を
め
ざ
し
て
│
」『
人

文
学
』一
六
〇　
同
志
社
大
学
人
文
学
会
編　
一
九
九
六　
一
五
六
頁
。

 
嘉
七
の
表
現
表
を
作
る
に
あ
た
り
、
二
〇
一
四
年
二
月
一
日
、
東
京

学
芸
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
廣
田
收
氏
に
お
目
に
か
か
っ
た
折
に
私
的

示
教
を
受
け
た
。
そ
の
表
を
基
に
七
資
料
の
表
現
表
を
作
表
し
た
。

（
8
） 

小
池
ゆ
み
子
「
昔
話
『
食
わ
ず
女
房
』
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
研
究
」『
昔

話
研
究
の
諸
相　

小
澤
俊
夫
教
授
喜
寿
記
念
論
文
集
』
小
澤
俊
夫
教

授
喜
寿
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編　

二
〇
〇
七　

三
二
九
頁
。

 

青
森
県
か
ら
沖
縄
県
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
五
四
〇
話
は
退
散
型
と
退

治
型
二
つ
の
サ
ブ
タ
イ
プ
に
分
類
で
き
る
。
こ
の
話
は
女
が
正
体
を

現
す
場
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
が
あ
り
、
退
治
型
は
西
日
本
に
、
退

散
型
は
東
日
本
に
主
と
し
て
分
布
す
る
。
退
散
型
は
男
を
桶
に
入
れ

る
と
い
う
話
が
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
話
に
五
月
節

句
の
由
来
話
が
付
く
。
ま
た
、
腹
痛
を
起
こ
し
た
女
に
男
が
唱
え
ご

と
を
い
う
話
は
広
く
分
布
し
て
は
い
な
い
。
岩
手
県
以
外
に
は
広
島

県
、
鳥
取
県
な
ど
に
み
ら
れ
る
。

（
9
） 

注
（
8
）
拙
論　

オ
ノ
マ
ト
ペ
は
「
頭
の
口
で
食
べ
る
様
子
」
と

「
嫁
が
火
を
焚
き
、
大
量
の
米
の
飯
を
炊
き
、
握
り
飯
を
作
る
様
子
」

の
部
分
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

（
10
） 

注
（
5
）
に
同
じ
。
嘉
七
の
語
り
は
人
物
と
道
具
が
密
接
に
対
応
し

て
い
る
こ
と
、
サ
ツ
の
語
り
の
桶
は
単
な
る
生
活
道
具
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
二
六
頁
。

（
11
） 

筆
者
は
ミ
ヤ
か
ら
こ
の
話
を
五
回
聞
い
て
き
た
。
一
九
九
三
年
か
ら

二
〇
一
二
年
ま
で
の
間
で
聞
き
手
の
異
な
る
場
で
の
語
り
で
あ
る

が
、
こ
の
一
言
は
五
回
の
語
り
に
必
ず
現
れ
て
い
た
。
ミ
ヤ
に
は
こ

の
場
面
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
） 

石
井
正
己
氏
は
、昔
話
と
は
「
生
活
者
が
伝
え
る
言
語
芸
術
で
あ
る
」

を
述
べ
て
い
る
。「『
昔
話
の
継
承
』
の
現
代
性
」『
昔
話
│
研
究
と

資
料
│
第
四
二
号
』
二
〇
一
四　

七
三
頁
。

（
13
） 

マ
ッ
ク
ス
・
リ
ュ
テ
ィ
著
（
小
澤
俊
夫
訳
）『
昔
話　

そ
の
美
学
と

人
間
像
』
岩
波
書
店　

一
九
八
五　

二
三
二
頁
。

（
14
） 

小
澤
俊
夫
氏
は
「
昔
話
は
、
口
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
あ

る
一
定
の
幅
以
上
に
は
変
化
し
ま
せ
ん
。
口
で
語
り
、
そ
れ
を
聞
き

手
が
耳
で
聞
く
と
い
う
行
為
の
な
か
で
は
、
あ
る
幅
を
こ
え
て
複
雑

化
し
た
り
詳
述
し
た
り
す
る
と
、
耳
で
理
解
で
き
る
限
度
を
こ
え
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
小
澤
俊
夫
著
『
昔
話
の
語
法
』

福
音
館
書
店　

一
九
九
九　

三
五
一
│
三
五
三
頁
。

〔
参
考
論
文
〕

氏
家
千
恵
「
昔
話
の
保
存
部
分
と
自
由
部
分
に
関
す
る
一
考
察
│
言
語
テ

キ
ス
ト
の
伝
承
に
お
け
る
〈
解
釈
行
為
〉
の
意
味
│
」
福
田
晃
編
『
日

本
文
学
の
原
風
景
』
三
弥
生
書
店　

一
九
九
二
。

黄
地
百
合
子
「
奈
良
県
の
語
り
手
、
松
本
イ
エ
・
智
恵
子
の
昔
話
│
『
声

の
記
憶
』
に
つ
い
て
考
え
る
│
」『
昔
話
│
研
究
と
資
料
│　

第
三
八

号
』
二
〇
一
〇
。「
昔
話
伝
承
に
お
け
る
会
話
表
現
の
働
き
」『
口
承
文

芸
研
究　

第
三
十
五
号
』
二
〇
一
二
。

 

（
こ
い
け
・
ゆ
み
こ
／
昔
話
研
究　

土
曜
会
）
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【
付
表
】
七
資
料
の
語
り
口
の
比
較

（
表
Ａ
）
男
の
不
審

事
柄

『
嘉
七
本
』

『
サ
ツ
│
1
本
』
『
サ
ツ
│
2
本
』
『
サ
ツ
│
3
本
』

『
ミ
ヤ
本
』

『
ナ
ヨ
本
』

「
榮
子
稿
」

1
男
が
い
る

何
も
か
に
も
欲
の

深
い
桶
屋
が
い
た

づ
も
な
。

あ
る
所
に
何
も
か

に
も
欲
深
く
て
、

物
食
ね
で
稼
ぐ
嫁

御
欲
し
ど
、
い
づ

も
思
っ
て
だ
男

あ
っ
た
た
ず
も

な
。

あ
る
所
に
、
年
頃

に
な
っ
て
、「
嬶
も

ら
え
、も
ら
え
」
っ

て
、
世
話
コ
さ
れ

た
男
ァ
い
た
ず
も

な
。

あ
る
と
こ
に
、
な
に

も
か
に
も
欲
ァ
深

く
て
、
人
さ
も
の

食
せ
た
く
ね
え
男

あ
っ
た
っ
た
ず
も

な
。

あ
る
ど
こ
に
な
に
も
か
に

も
し
ん
ぷ
く
者
で
、
こ
の

男
ァ
、
ほ
ん
と
に
出
す
も

ん
だ
ら
舌
も
出
し
た
く
ね

え
、
四
十
過
ぎ
で
か
ら
も
、

女
房
も
も
ら
ん
ね
え
、
も

の
食
う
女
房
ば
い
ら
ね
ま

す
っ
て
、
女
房
も
も
ら
わ

ね
え
で
い
ら
っ
た
ず
も
な
。

あ
る
ど
ご
に
、
男
、
あ
っ

た
ず
も
な
。
年
頃
に
な
っ

た
が
ら
、「
が
が
も
ら
え
、

が
が
も
ら
え
」
っ
て
も
、

「
飯
食
う
が
が
ば
、
要
ら

ね
ま
す
」
っ
て
言
っ
た

ず
も
な
。

あ
る
と
こ
ろ
に
年
頃
の
若
ぇ

者
い
た
っ
た
ど
。

2 

男
は
女
を

不
審
に
思

う

な
る
ほ
ど
言
っ
た

通
り
、
お
ま
ま
も

食
ね
え
で
毎
日
う

ん
と
稼
ぐ
も
ん
だ

か
ら
、
こ
れ
は
い

い
嫁
御
が
授
か
っ

た
と
思
っ
て
た
ど

も
、
な
ん
と
も
不

思
議
な
ん
で
、

何
日
が
経
っ
て
が

ら
、
こ
の
女
子
ほ

ん
と
に
飯
食
ね
が

ん
べ
が
試
し
て
み

る
気
な
っ
て
、

そ
の
嬶
、飯
食
ね
ぇ

わ
り
に
、
な
ん
だ

が
米
の
減
り
よ
う
、

い
っ
ぺ
ぇ
だ
っ
た

ず
も
な
。

き
し
ね
櫃
見
れ
ば
、

な
ん
ぼ
し
て
も
、
わ

れ
一
人
し
て
食
う

よ
り
、
米
の
減
り
か

た
違
っ
た
っ
た
ず

も
な
。

い
つ
か
試
し
て
見
る
気

し
た
ず
も
な
。
米
び
つ

さ
、
印
っ
こ
付
け
て
お

い
た
と
。
そ
し
た
と
こ

ら
、
食
ん
ね
え
わ
り
に
、

米
が
っ
ぱ
、
が
っ
ぱ
と

な
く
な
っ
て
っ
ず
も
な
。

そ
の
が
が
、
飯
食
ね
わ

り
に
、
な
ん
だ
が
、
米

の
減
り
よ
う
、
い
っ
ぺ

い
だ
っ
た
ず
も
な
。

な
ん
と
小
屋
の
米
、
わ
れ
一

人
食
う
よ
り
減
っ
て
ら
っ
た

ず
も
な
。

3 

男
は
町
へ

行
く
振
り

を
す
る

　

 

女
は
大
蒜

を
欲
し
が

る

あ
る
日
の
こ
と
、

用
を
こ
せ
で

「
町
さ
行
っ
て

く
っ
か
ら
」
て

喋
っ
た
ず
も
な
。

「
ほ
だ
ら
ば
行
っ

て
お
出
れ
」

そ
の
女
サ
、「
今

日
ァ
、
町
サ
行
っ

て
来
っ
か
ら
な
」

て
ぇ
ば
、「
は
い
、

行
っ
て
お
で
れ
。

そ
ん
な
ら
ニ
ン
ニ

ク
三
把
買
っ
て
お

で
れ
や
」っ
て
言
っ

た
の
で
、家
出
は
っ

た
ず
も
な
。

あ
る
と
き
、「
町
さ

行
っ
て
く
っ
か
ら

な
」
っ
て
言
っ
た
ず

も
な
。
し
た
ば
、
そ

の
女
ァ
、「
お
ん
で

れ
、
お
ん
で
れ
」
っ

て
、「
し
た
ら
、
に

ん
に
く
三
把
買
っ

て
お
ん
で
れ
や
」
っ

て
言
っ
た
ず
も
な
。

あ
る
時
、
町
ァ
行
く
振

り
し
て
か
ら
、「
じ
ぇ

じ
ぇ
、
今
日
、
お
れ
、

町
ァ
行
っ
て
く
っ
が
ら

な
」
出
は
っ
た
ず
も
な
。

し
た
と
こ
ら
、
そ
の
女

が
、「
そ
ん
だ
ら
ば
、
帰

り
に
、
に
ん
に
く
三
把
、

買
っ
て
き
て
け
で
け
え

や
」
っ
て
、
言
っ
た
ず

も
な
。

町
さ
行
っ
て
来
る
ふ
り

し
た
ず
も
な
。
そ
し

て
、
そ
の
女
ご
さ
、「
今

日
、
町
さ
行
っ
て
来
っ

か
ら
な
」
て
ぇ
ば
、「
ハ

イ
、
ハ
イ
、
行
っ
て
お

で
れ
。
そ
ん
だ
ら
、
ニ

ン
ニ
ク
三
把
、
買
う
て

お
で
れ
」
っ
た
ず
も
な
。

あ
る
時
、
そ
の
姉
っ
こ
さ
、

「
俺
、
町
ゃ
行
っ
て
く
っ
か
ら

な
ー
」
っ
て
、
言
た
と
。
そ

し
て
嘘
ふ
い
て
出
は
ん
べ
っ

と
し
た
と
。
そ
の
姉
っ
こ
ァ
、

「
町
ゃ
行
か
ば
、
に
ん
に
く
三

把
、
買
っ
て
き
て
け
て
げ
」
っ

て
言
た
ず
も
な
。
そ
れ
聞
い

て
、
そ
の
旦
那
殿
ァ
出
は
っ

た
と
。

4 

男
は
女
の

様
子
を
上

か
ら
覗
く

町
さ
行
く
振
り
し

て
、
そ
う
っ
と
屋

根
さ
上
が
っ
て
様

子
を
窺
っ
て
た
ズ
。

男
は
町
さ
行
ぐ
振

り
し
て
、
馬
屋
桁

さ
上
が
っ
て
見
で

だ
ず
も
な
。

町
サ
行
ぐ
ふ
り
し

て
、
馬
屋
桁
サ
上

が
っ
て
、
隠
れ
で

い
だ
ず
も
な
。

そ
の
男
ァ
町
さ
行
っ

て
く
る
ふ
り
し
て
、

馬
屋
桁
さ
あ
が
っ

て
、
見
て
ら
ず
も
な
。

出
は
っ
て
、
行
ぐ
振
り

す
て
、
そ
っ
ち
か
ら
ぐ

る
ー
っ
と
回
っ
て
、
馬
屋

桁
さ
上
が
っ
た
ず
も
な
。

家
、
出
は
っ
て
、
そ
し
て
、

町
さ
行
ぐ
ふ
り
し
て
、
ま

や
け
た
さ
上
が
っ
て
、
隠

れ
で
い
だ
ず
も
な
。

あ
た
り
さ
行
っ
て
、
に
ん
に

く
三
把
も
ら
っ
て
き
て
、
馬

屋
の
桁
さ
上
が
っ
た
ず
も
な
。

隠
れ
て
見
て
ら
と
。
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（
表
Ｂ
）
女
の
正
体

事
柄

『
嘉
七
本
』

『
サ
ツ
│
1
本
』
『
サ
ツ
│
2
本
』
『
サ
ツ
│
3
本
』

『
ミ
ヤ
本
』

『
ナ
ヨ
本
』

「
榮
子
稿
」

5 

女
は
米
を

か
だ
ま
出

し
て
く
る

6 

女
は
飯
を

炊
く

7 

女
は
握
り

飯
を
作
る

嫁
御
が
米
蔵
か
ら

米
を
か
だ
ま
出
し

て
来
て
、
馬
釡
で

御
飯
を
炊
い
て
、

ど
っ
さ
り
握
り
コ

握
っ
た
づ
も
な
。

土
間
の
大
っ
き
な

釡
さ
水
い
れ
で

火
ぃ
焚
い
だ
ず
も

な
。
そ
し
て
座
敷

が
ら
叺
で
米
持
っ

て
来
て
、
か
だ
ま

べ
ら
っ
と
釡
さ
い

れ
で
飯
煮
で
、
山

ど
握
り
こ
握
っ
た

ず
も
な
。

そ
の
女
ア
、
土
間

の
大
き
な
釡
サ
水

入
れ
だ
ず
も
な
。

そ
し
て
か
ら
、
火

た
い
だ
ず
も
な
。

そ
し
て
、
グ
ラ
グ

ラ
、
グ
ラ
グ
ラ
ど
、

湯
ア
煮
だ
っ
て
き

た
ず
も
な
。
そ
う

す
っ
と
、奥
サ
入
っ

て
っ
て
、
米
、
片

馬
か
づ
い
で
き
た

ず
も
な
。
片
馬
ず

う
の
は
、
三
斗
五

升
の
米
入
れ
る
叺

の
ご
ど
で
、
そ
れ

か
づ
い
で
き
た
ず

も
な
。
そ
し
て
、

煮
だ
っ
て
い
だ
釡

サ
ざ
ん
わ
り
入
れ

で
、
そ
の
三
斗
五

升
の
米
、
煮
で
す

ま
っ
た
ず
も
な
、

片
馬
の
米
。

そ
の
女
ァ
、
土
間

の
お
っ
き
な
釡
さ

水
入
れ
た
ず
も
な
。

そ
し
て
火
焚
い
た

ず
も
な
。
し
て
、
の

が
、
の
が
、
の
が
、

の
が
と
焚
か
さ
る

と
、
湯
、
煮
た
っ
た

ず
も
な
、
ぐ
ら
ぐ
ら

ぐ
ら
ぐ
ら
と
。
そ
う

す
っ
と
、
奥
の
部
屋

さ
行
っ
て
、
米
片
馬

か
つ
い
で
き
た
ず

も
な
。
そ
し
て
、
そ

の
煮
た
っ
て
ら
釡

の
中
さ
、
ざ
わ
り
あ

け
て
、
片
馬
の
飯
煮

て
す
ま
っ
た
ず
も

な
。

そ
の
女
房
さ
ま
、
馬
釡

さ
水
ど
ん
と
入
れ
て
、

火
焚
え
た
ず
も
な
。
火

焚
え
て
、
湯
ぐ
ら
ぐ
ら

ど
煮
立
っ
て
ぎ
た
ど
こ

ら
、
中
が
ら
叺
さ
入
っ

た
米
、
引
っ
担
ん
で
き

た
と
。
米
片
馬
担
ん
で

き
て
か
ら
、
そ
の
湯
ぐ

ら
ぐ
ら
と
煮
立
っ
て
き

た
ど
こ
ら
ぁ
、
そ
の
釡

さ
、
ざ
っ
ぷ
り
空
げ
て
、

ま
ま
煮
た
ず
も
な
。
ま

ん
ま
ぐ
ら
ぐ
ら
ぐ
ら
と

煮
て
き
た
と
こ
ら
、
そ

の
ま
ま
髪
解
い
だ
と
。

そ
の
お
な
ご
、
に
わ
の

大
き
な
釡
さ
、
水
入
れ

だ
ず
も
な
。
そ
し
て
、

火
焚
い
で
、
グ
ラ
グ
ラ

ど
、
湯
、
煮
だ
っ
て
来

た
ず
も
な
。
そ
し
て
ば
、

奥
の
部
屋
さ
入
っ
て
、

米
、
片
馬
、
か
づ
い
で

来
た
ず
も
な
。
そ
し
て
、

煮
だ
っ
て
だ
釡
さ
、
ざ

ん
わ
り
入
れ
で
、
そ
の

片
馬
の
米
、
煮
で
す
ま
っ

た
ど
。
そ
し
て
、
飯
に

な
っ
て
え
ば
、
そ
の
お

な
ご
、
立
派
な
髪
、
ふ

ぐ
し
た
ど
ご
ら
、
頭
の

中
に
大
っ
き
な
口
あ
っ

た
た
ど
。

そ
の
姉
っ
こ
ァ
土
間
の
馬
釡

さ
、
い
っ
ぺ
水
入
れ
て
ど
ん

ど
ん
と
火
焚
え
て
、
ぐ
ら
ぐ

ら
と
煮
立
た
せ
た
と
。
そ
こ

さ
小
屋
か
ら
米
片
馬
入
っ
た

袋
持
っ
て
き
て
、
そ
の
湯
釡

さ
、
が
ば
ー
っ
と
あ
け
た
と
。

そ
う
し
て
大
し
た
片
馬
の
飯

煮
た
ず
も
な
。
煮
て
な
ん
じ
ょ

に
す
ん
だ
べ
と
思
っ
た
っ
け
、

伸
す
板
の
上
さ
、
握
り
っ
こ

に
し
て
並
べ
、
握
り
っ
こ
に

し
て
並
べ
、
べ
ら
ー
っ
と
並

べ
だ
ど
。
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（
表
Ｃ
）
揺
れ
動
く
大
蒜
三
把

事
柄

『
嘉
七
本
』

『
サ
ツ
│
1
本
』
『
サ
ツ
│
2
本
』
『
サ
ツ
│
3
本
』

『
ミ
ヤ
本
』

『
ナ
ヨ
本
』

「
榮
子
稿
」

8
大
蒜
三
把

大
蒜
三
把
出
し

て
来
て
、

大
蒜
三
把
持
っ
て

来
て
、

9 

女
は
頭
の

口
で
食
べ

る

頭
の
上
の
大
っ
き

な
口
さ
握
り
コ
と

大
蒜
を
う
っ
た
げ

に
投
げ
込
ん
で
、

た
ち
ま
ち
平
ら
げ

た
づ
も
な
。

頭
の
頂
上
に
大
っ

き
な
口
あ
っ
た
け

ど
。
そ
れ
さ
握
り

こ
ど
大
蒜
、
ボ
ン

ボ
ン
ボ
ン
ボ
ン
投

げ
込
ん
で
、
か
だ

ま
の
米
す
っ
か
り

食
っ
て
し
ま
っ
た

ず
も
な
。

頭
の
中
に
大
っ
き

な
口
ァ
あ
っ
た
っ

た
ど
。
さ
あ
、
そ

の
女
ァ
、
そ
の

飯
、
握
り
っ
コ
に

ぎ
っ
て
投
げ
込
み
、

に
ぎ
っ
て
投
げ
込

み
、
三
斗
五
升
の

米
す
っ
か
り
は
あ
、

そ
の
口
サ
食
っ
て

し
ま
っ
た
ず
も
な
。

頭
の
中
に
お
っ
き

な
口
あ
っ
た
っ
た

ど
。
そ
の
片
馬
の

飯
煮
た
の
、
握
っ

て
投
げ
込
み
握
っ

て
投
げ
込
み
、
み

ん
な
食
っ
て
す

ま
っ
た
ず
も
な
。

頭
の
真
中
に
大
ぎ
な
口

あ
っ
た
っ
た
ん
だ
と
。

こ
れ
、
化
け
物
だ
が
、

な
ん
た
な
こ
と
す
る
ん

だ
べ
、
と
思
っ
て
見
で

ら
ど
こ
ら
、
そ
の
片
馬

煮
た
米
、
握
っ
て
は
投

げ
、
握
っ
て
は
投
げ
、

そ
の
頭
の
口
か
ら
、
べ

ら
り
食
っ
て
し
ま
っ
た

ん
だ
と
。
そ
し
て
、
傍

に
あ
っ
た
に
ん
に
く
三

把
、
べ
ろ
っ
と
食
っ
て

す
ま
っ
た
ず
も
な
。

そ
の
飯
、
握
り
っ
こ
に

に
ぎ
っ
て
、
頭
の
中
の

大
き
な
口
さ
、
に
ぎ
っ

て
は
投
げ
込
み
、に
ぎ
っ

て
は
投
げ
込
み
、
片
馬

の
米
、
す
っ
か
り
そ
の

大
き
な
口
で
、
食
っ
て

す
ま
っ
た
ず
も
な
。

そ
の
握
り
っ
こ
取
っ
て
投
げ

え
、
取
っ
て
投
げ
え
し
て
、

そ
の
大
っ
き
な
口
さ
そ
の
片

馬
の
飯
、
み
ん
な
投
げ
て
入

れ
て
し
ま
っ
た
ず
も
な
。

10 

男
は
知
ら

な
い
振
り

を
し
て
家

に
入
る

知
ら
ね
振
り
し

て
、「
今
帰
っ
て

来
た
じ
ぇ
」
て
、

お
っ
か
な
お
っ

か
な

ち
ゃ
ん
と
髪
結
っ

て
知
ら
ね
振
り

し
て
だ
ど
ご
さ
、

「
い
ま
来
た
じ
ぇ
」

て
入
っ
た
ず
も

な
。
そ
し
て
ば
、

「
早
が
っ
た
な
ま

す
」
て
、

い
づ
ま
で
も
馬
屋

桁
に
も
い
ら
れ

ね
ぇ
が
ら
、
町
サ

行
っ
て
き
た
ふ
り

し
て
、
下
り
で
来

た
ず
も
な
。
そ

し
て
、「
今
、
来

た
じ
ぇ
」
っ
て
、

言
っ
た
ず
も
な
。

「
早
が
っ
た
な
ん

す
」
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
馬
屋

桁
に
ば
り
も
い
ら

え
ね
が
ら
出
は
っ

て
、
帰
っ
て
き
た

ふ
り
し
て
、「
い
ま

来
た
じ
ぇ
」
っ
て

ば
、「
は
や
か
っ
た

な
ま
す
」
っ
て
、

い
つ
ま
で
も
馬
屋
桁
さ

上
が
っ
て
る
わ
け
に
も

い
か
ね
え
か
ら
、
夕
間

方
さ
な
っ
た
か
ら
、
に

ん
に
く
三
把
掴
ん
で
、

帰
っ
て
き
た
ど
。「
ほ
れ
、

今
来
た
じ
ぇ
」
帰
っ
て

き
た
ず
も
な
。
し
た
っ

け
、
女
房
さ
ま
、
そ
の

時
は
ち
ゃ
ん
と
髪
を
直

し
て
、
結
い
直
し
て
、

り
っ
ぱ
な
女
房
さ
ま
に

な
っ
て
ら
っ
た
と
。「
早

か
っ
た
ま
す
。
そ
だ
ら
、

入
っ
て
が
ん
し
ぇ
、入
っ

て
が
ん
し
ぇ
、
夕
飯
仕

度
し
て
ら
か
ら
」
中
さ

入
っ
た
ず
も
な
。

い
つ
ま
で
も
、
ま
や
け

た
に
も
居
ら
れ
ね
が
ら
、

町
さ
行
っ
て
来
た
ふ
り

し
て
、「
今
、
来
た
ぢ

や
」
っ
た
ず
も
な
。
そ

う
し
て
ば
、
そ
の
お
な

ご
、「
早
が
っ
た
な
ん

す
」
っ
て
、
そ
の
時
、

は
ぁ
、
髪
、
立
派
に
結
っ

て
ら
っ
た
ど
。

そ
の
男
ァ
見
た
ど
も
知
ら
ね

え
ふ
り
し
て
、「
じ
ゃ
あ
、
今

来
た
じ
ぇ
」
っ
て
言
っ
た
と
。

そ
う
し
た
っ
け
、
そ
の
女
房
、

「
早
か
っ
た
な
、
も
し
」
っ
て

言
た
と
。「
こ
り
ゃ
、
お
前
に

頼
ま
れ
た
に
ん
に
く
、
買
っ

て
き
た
ぞ
」
っ
て
言
た
と
。
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（
表
Ｄ
）
唱
え
ご
と

事
柄

『
嘉
七
本
』

『
サ
ツ
│
1
本
』
『
サ
ツ
│
2
本
』
『
サ
ツ
│
3
本
』

『
ミ
ヤ
本
』

『
ナ
ヨ
本
』

「
榮
子
稿
」

11 

女
は
大
蒜

三
把
を
平

ら
げ
る

夕
飯
仕
度
し
て
食

せ
で
、
わ
れ
食
ね

で
寝
だ
ど
ご
ろ

が
、

そ
の
旦
那
殿
サ
仕

度
し
て
食
せ
だ
ず

も
な
。
そ
の
時
、

そ
の
女
ア
、
ニ
ン

ニ
グ
三
把
、
ペ

ロ
ッ
と
食
っ
て
し

ま
っ
た
ず
も
な
。

そ
し
て
寝
だ
っ
た

ず
が
、

そ
の
男
さ
、
仕
度

し
て
食
せ
た
ず
も

な
。
わ
れ
ハ
、
食

ね
ず
す
。
に
ん
に

く
三
把
買
っ
て
き

て
ば
、
そ
の
に
ん

に
く
三
把
、
ぺ
ろ

り
食
っ
て
す
ま
っ

た
ず
も
な
。

旦
那
ど
の
さ
、
仕
度
し

て
、
食
せ
で
、
そ
の
時
、

そ
の
お
な
ご
、
ニ
ン
ニ

ク
三
把
、ペ
ロ
ッ
と
食
っ

て
す
ま
っ
た
ず
も
な
。

そ
の
女
房
、
そ
の
に
ん
に
く

三
把
べ
ろ
ー
っ
と
食
っ
て
し

ま
っ
た
ず
も
な
。

12 

女
は
腹
痛

を
起
こ
す
家
中
さ
入
っ
た

ら
、
化
け
物
の

嫁
御
が
、「
あ
あ
、

腹
痛
い
。
腹
痛

い
」
て
苦
し
ん

で
た
づ
も
な
。

そ
の
嚊
さ
ま
腹
病

み
始
っ
た
ず
も

な
。

そ
の
女
ァ
、
夜
中

に
腹
病
み
始
め
だ

ず
も
な
。
ま
ん
つ

は
ぁ
、
な
に
も
か

に
も
、
こ
こ
い
ら

じ
ゅ
う
、
転
ん
で

あ
る
ぐ
ほ
ど
、
腹

病
み
し
た
ず
も

な
。

そ
の
晩
げ
、
そ
の

女
ァ
う
ん
と
腹
病

み
し
た
ず
も
な
。

そ
れ
こ
そ
、
そ
こ

い
ら
じ
ゅ
う
、
こ

ろ
ず
ま
ろ
ず
病
ん

だ
ず
も
な
。

そ
の
時
も
ち
ゃ
ん
と
夕

飯
仕
度
し
て
で
か
ら
、

旦
那
殿
さ
食
し
ぇ
だ
と
。

そ
し
て
、
寝
た
ず
も
な
。

そ
う
し
た
と
こ
ら
、
そ

の
晩
げ
、
そ
の
女
房
さ

ま
、
腹
病
み
し
た
ん
だ

と
。
七
転
八
転
病
ん
だ

た
ど
。

そ
し
て
、
寝
だ
っ
た
ず

が
、
そ
の
お
な
ご
、
夜

中
に
、
腹
、
痛
み
始
め

た
ず
も
な
。
な
に
も
が

に
も
、
そ
ご
い
ら
じ
ゅ

う
、
転
ん
で
痛
み
出
し

た
ず
も
な
。

そ
の
夕
方
、
そ
の
女
房
、
腹

病
み
し
た
と
。
さ
あ
、
う
ー

ん
と
腹
病
み
し
た
し
た
ず
も

な
。

13 

男
は
女
の

傍
へ
行
く
桶
屋
は
、「
ど
れ
、

俺
が
呪
っ
て
や

る
が
ら
」
て
、

腹
を
さ
す
り
な

が
ら
、

「
ど
ら
ど
ら
、
お

れ
呪
い
こ
ど
し
て

け
っ
か
ら
」
て

喋
っ
た
ず
も
な
。

そ
し
て
嚊
の
傍
さ

行
っ
て
が
ら
に
、

そ
の
男
ァ
、「
ど

ら
ど
ら
、
お
れ
ァ
、

呪
ご
ど
し
て
け
っ

か
ら
よ
」
っ
て
、

言
っ
た
ず
も
な
。

そ
の
女
ァ
寝
で
だ

ど
ご
サ
行
っ
て
、

そ
の
男
ァ
、「
ど
ら

ど
ら
、
お
れ
、
呪

ね
え
こ
と
し
て
け

る
か
ら
よ
」
っ
て
、

が
が
の
そ
ば
さ

行
っ
て
、
手
合
せ

た
ず
も
な
。

そ
れ
見
て
、
そ
の
旦
那

殿
ァ
、「
ど
ら
ど
ら
、
お

れ
、
呪
っ
て
け
っ
か
ら
」

言
っ
た
ず
も
な
。

そ
の
男
、「
ど
ら
、
ど
ら
、

俺
、
ま
じ
な
い
ご
ど
、

し
て
け
る
が
ら
よ
」
っ

て
、
そ
の
女
ご
、
寝
で

だ
ど
ご
さ
行
っ
て
、

そ
れ
見
た
旦
那
殿
ァ
、「
ど
ら

ど
ら
、
俺
、
呪
っ
こ
と
し
て

け
っ
か
ら
」
言
た
と
。
そ
う

し
て
女
房
の
腹
、
撫
で
な
が

ら
、

14 

男
が
唱
え

る
文
言

米
か
だ
ま
の
祟

り
か　

大
蒜
三

把
の
祟
り
か

米
か
だ
ま
の
祟
り

が
ー　

大
蒜
三
把

の
祟
り
が
ー

米
片
馬
の
た
だ
り

が
、
ニ
ン
ニ
ク
三

把
の
た
だ
り
が

米
片
馬
の
祟
り
か

あ
、
に
ん
に
く
三

把
の
祟
り
か
あ
ー

に
ん
に
く
三
把
の
た
た

り
か
、
米
片
馬
の
祟
り

か
、（
2
回
繰
り
返
す
）

米
片
馬
の
た
だ
り
が
、

ニ
ン
ニ
ク
三
把
の
た
た

り
が

米
片
馬
の
祟
り
が
ー
、
に
ん

に
く
三
把
の
祟
り
が
ー
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（
表
Ｅ
）
女
の
反
撃

事
柄

『
嘉
七
本
』

『
サ
ツ
│
1
本
』
『
サ
ツ
│
2
本
』
『
サ
ツ
│
3
本
』

『
ミ
ヤ
本
』

『
ナ
ヨ
本
』

「
榮
子
稿
」

15 

女
は
男
を

桶
に
入
れ

る

　

 

男
は
桶
に

隠
れ
込
む

て
言
っ
た
ら
、

化
け
物
の
嫁
御

が
、「
お
前
、
見

だ
な
」
て
、
ガ

バ
ッ
と
起
き
て
、

傍
に
あ
っ
た
桶

さ
入
れ
た
ど
。

て
言
っ
た
ず
も

な
。
そ
う
し
た
ら

そ
の
女
子
、
見
ら

れ
だ
ど
思
っ
た
が

ら
、
鬼
に
な
っ
て

取
っ
て
食
ん
べ
ど

し
た
ん
で
、
小
屋

さ
逃
げ
込
ん
で
、

空
い
で
だ
桶
さ

入
っ
て
隠
れ
だ
ず

も
な
。

っ
た
ず
も
な
。
そ

う
す
っ
と
、
そ
の

女
ァ
、
見
っ
け
ら

れ
だ
ど
思
っ
た
が

ら
、
そ
の
時
ァ
、

は
ァ
、
角
ァ
生
い

で
い
だ
っ
た
ど
。

む
っ
く
り
起
ぎ
上

が
っ
て
、
そ
の
男

を
と
っ
て
食
う
べ

ど
し
て
、
手
出
し

た
ず
も
な
。
そ

の
男
ァ
、
押
ぇ

ら
れ
た
ぐ
ね
ぇ
が

ら
、
走
せ
だ
ず
も

な
。
家
の
中
、
走

せ
で
だ
ず
ど
も
、

な
ん
た
に
も
な
ん

ね
ぇ
が
ら
、
土
間

サ
出
は
っ
た
ず
も

な
。
土
間
サ
出

は
っ
て
ぇ
ば
、
空

こ
が
ァ
あ
っ
た
ず

も
な
。
そ
の
男
ァ
、

そ
の
空
こ
が
の
中

サ
入
っ
て
隠
れ
だ

ど
。

っ
た
ず
も
な
。
そ

す
と
、
そ
の
女
ァ

む
っ
く
り
起
き
あ

が
っ
た
ず
も
な
。

そ
の
と
き
ハ
、
頭

さ
角
生
い
て
あ
っ

た
ど
。
そ
し
て
、

そ
の
男
取
っ
て
食

ん
べ
と
手
の
べ
た

ず
も
な
。
そ
の
男
ァ

押
さ
ら
え
た
く
ね

が
ら
、
走
ぇ
っ
た

ず
も
な
。
家
の
中

走
ぇ
て
あ
る
っ
て

ら
っ
て
わ
が
ね
か

ら
戸
あ
け
て
、
戸

外
さ
出
は
っ
た
ず

も
な
。
そ
し
た
ば
、

空
桶
あ
っ
た
っ
た

ど
。
そ
の
男
ァ
、

そ
の
空
桶
の
中
さ

入
っ
て
隠
れ
た
ず

も
な
。

言
っ
た
ど
。
そ
う
す
る

と
、
そ
の
女
が
、「
見
た

な
あ
」
っ
て
、言
っ
た
っ

た
ず
が
、
そ
の
と
き
は
、

口
、
耳
ま
で
裂
け
て
、

角
生
が
し
た
山
母
だ
っ

た
ん
だ
ど
。
さ
あ
、
そ

の
男
は
取
っ
て
食
れ
た

く
ね
え
か
ら
、
走
ぇ
っ

だ
と
。
な
ん
ぼ
走
ぇ
で

も
わ
か
ん
ね
え
か
ら
、

戸
外
出
て
走
ぇ
出
は
っ

た
と
こ
ら
、
戸
外
の
大

き
な
漬
物
樽
あ
っ
た
っ

た
ず
も
な
。
そ
の
樽
の

中
さ
入
っ
て
隠
れ
だ
ど
。

っ
た
ず
も
な
。そ
う
す
っ

と
、
そ
の
お
な
ご
、
わ

が
ら
れ
だ
ど
思
っ
た
ど
。

そ
の
時
、
は
あ
、
角
、

出
で
い
だ
っ
た
ど
。
そ

し
て
、
む
っ
く
り
起
ぎ

上
が
っ
て
、
そ
の
男
、

取
っ
て
食
う
べ
ど
し
た

ん
だ
ど
。
そ
の
男
、
家

の
中
、
走
せ
で
だ
ず
ど

も
、
外
さ
出
だ
ず
も
な
。

外
さ
出
で
ば
、
空
こ
が
、

あ
っ
た
っ
た
ず
が
ら
、

そ
の
男
、
空
こ
が
の
中

さ
入
っ
て
、
隠
れ
だ
ど
。

っ
て
腹
撫
で
た
と
。
そ
う
し

た
っ
け
、
そ
の
女
ァ
、
気
い

付
い
た
と
こ
ろ
ァ
、
あ
あ
、

わ
か
ら
れ
た
と
思
っ
た
と
。

「
お
前
、
み
て
ら
っ
た
な
」
っ

て
言
た
っ
た
ず
が
「
今
度
ァ

お
前
、
と
っ
て
食
ん
ね
も
ね

え
」
っ
て
、
そ
の
男
追
っ
か

け
だ
ど
。
さ
あ
、
そ
の
男
ァ

お
し
ぇ
ら
れ
た
く
ね
え
か
ら
、

あ
っ
ち
ゃ
逃
げ
、
こ
っ
ち
ゃ

逃
げ
し
て
、
土
間
に
あ
っ
た
、

桶
さ
入
っ
た
ず
も
な
。


